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梅雨に入ったと思っていたらもう梅雨明けして迎えた7月。
ここ数年、この時期になると日中はものすごく暑いのに夕方になると一変し、大雨やひょうが
降るなど、異常気象が発生しています。
「地球が怒ってる」「え？どうして？」「大人がゴミ捨てたり穴掘ったりするから」
ひょうについて道行く人にインタビューしていた時の５，６歳の男の子の言葉が的を射ている
気がしてとても印象に残っています。
地球が笑うにはどうしたらいいのか、こどもたちとSDGsを考えるのもいいかもしれません。

先月は幼児クラスの保育見学会がありました。少しの時間でしたが３日間、こどもたちの姿
を見に来ていただき、ありがとうございました。
また、アンケートから保護者の皆様にとっても有意義な時間であったことが伺え、開催出来て
良かったです。

年中児になると始めの所から自分で作り、見事色付けをす
るまでに完成させた子もいました。
年長児はさすがです。友達と協力し合い、砂をふるいにか
けてサラサラの砂をバケツにため、皆で一緒に作り上げてい
きます。大粒の汗をかいていても何やら楽しそうに会話しなが
ら団子を仕上げていき、色付けができると「良かったね！」「何
色にした？」と喜び合い、違うクラスの友達とも交流し、すっか
り団子友達が出来上がっていました。

さて、その先月の午後の外遊びの時のことです。私は毎日
外遊びの時間を子ども達と共に過ごしているのですが、ドロ
団子作りをする子が多くいました。
このドロ団子作りを通してそれぞれの年齢の成長や友達関
係、子どもたちの心の豊かさを見ることができ、私自身とても
楽しめました。
年少の子達にとってはちょっと大変な作業。「作って‼」と言う
子が多いのですが、最初の団子だけ作り渡すと、小さな手で
一生懸命に白砂をかけていきます。ところが、力加減や根気
という部分ではまだまだのため、一度壊れるともう次の遊び
に向かっていきました。

中にはもう少しで色付けというところで、走っていた友達とぶつかってお団子が壊れてしまい、
ポロポロと泣きながら手の平に壊れたお団子を乗せて報告に来てくれた子もいました。私まで
切なくなってしまうほどの落胆ぶりに「ドロ団子」すごいなぁと思ったのです。もちろん、彼女は
気を取り直し、新たな団子作りに励んでいました。毎年このドロ団子作りを見て、「たかがドロ
団子、されどドロ団子」と思うのです。
自然の土や砂に触れ、力加減ができるようになり、ツルツルに仕上
げられる根気・集中力がつき、達成感も悲しい思いも経験できる。
毎日の園庭遊びの時間も子ども達にとっては一瞬一瞬が大切な
成長・発達の場なのだと実感させられました。
私たちはそんな子ども達の成長を常に支えていきたいと思います。



暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明

けや急激に気温が上がった日は特に注意が必要です。普段からの外遊びで体を鍛え、喉が
かわいていなくても水分をこまめに摂取するようにしましょう。

文責：看護師 堀野

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成虫は数が少なく見つけにくいものです。

卵（0.5㎜位の白い楕円形）はフケのよう

に見えます。髪の根元、特にえり足や耳の

周りを触って、卵が付着していないかどう

かをチェックしてください。軽いブラッシ

ングや、手で払っても簡単に落ちないのが

特徴です。 

体長は３㎜程で、白っぽい灰色をしています。頭や耳の後ろ

に寄生し、髪の根元に卵を産みます。血を吸うと頭がとても

かゆくなります。目視で確認できるので、髪の根元に抜け殻

や卵がないか、定期的にチェックしましょう。 

チェック方法 

頭ジラミ 

感染してしまったら、駆除用のスミスリンシャンプーを使

用し、毎日洗髪しましょう。洗髪後は、目の細かいくしで

とかし、卵を見つけたら付着した部分の髪の毛を切ります。

これを10日間程続けましょう。 

布団は毎日干し、枕カバー、シーツ、タオル、

下着などは、毎日こまめに取り替えましょう。

また、これらの共用は避けましょう。洗濯す

る前に乾燥機や熱湯で熱処理し、洗濯後には

アイロンをかけると効果的です。 

こまめに部屋の掃除をすることも、家族にうつさない

ための予防につながります。掃除機をしっかりかけて、

床に落ちた髪の毛を吸い取りましょう。 

１１日(月) プール遊び開始

１３日(水) モリセミ

１４,１５日(木・金) 発育測定

２１日(木) ECC

２７日(水) 避難訓練

※プール遊びの詳細は、後日お手紙を配布します。

7月の行事予定


